
改善計画

7月 1月

・児童アンケート「課題解
決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んだ」の割
合を80％（95名/119名）
以上にする。※R6全国学テ
（80％：16/20）

・単元末テストにおいて、
標準得点を越える児童の割
合を75％以上にする。
（R6：70％以上の目標値
に対し、83.5％）

感
性
豊
か
な
心
の
育
成

○みんなが心地よい
と感じる生活習慣等
の徹底を図る。

◇「GO５せらひがしっ子」を
徹底させるとともに、自分自身
の言動をしっかり振り返る時間
を確保する。

・児童会を中心に、「GO５せらひが
しっ子」の内容項目について協議
し、１か月ごとに重点目標を設定す
る。
・朝の会、帰りの会及び朝会等を活
用し振り返る時間を確保する。

・１か月ごとに決めた重点
目標を達成したと肯定評価
をしている児童の割合80％
（95名/119名）以上にす
る。

※R６児童アンケート
肯定評価（94％）

・児童アンケートにおい
て、体育科等を通して「体
力・運動能力が伸びてい
る」と肯定評価している児
童の割合を90％以上
（107名/119名）にす
る。

・アクチィブチャイルドプ
ログラムに記載されたプロ
グラムを各学年10種類以上
取り入れる。

・地域行事に年４回以上参
加する児童の割合を80％以
上にする。（R6:約80％）

・年間３回以上、児童が学
校行事等における紹介文を
書き、地域等に配布する。
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○健康な心と体及び
危機管理能力を育成
するため、正しい知
識と想像力、判断力
及び情意面の向上を
図る。

◇健康な心と体を育成するため
に正しい知識の取得及び運動に
親しませる体育科授業等を工夫
して実施する。

・サーキット朝会や体育科の授業導
入時に、必ずアクティブチャイルド
プログラム（JSPO日本スポーツ協
会）を取り入れ、運動に親しませ
る。

こ
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か
ら
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れ
る
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の
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○主体的・対話的で
深い学びの実現に向
け「こだわり」のあ
る授業改善を積極的
に行い、基礎的・基
本的な学力の確実な
定着を図る。

◇教職員一人一人が、これから
求められる学力を理解する。

◇児童が主語となる授業改善
（児童個々の実態に応じて、選
択させる場面等）を通して児童
の変容を的確に見取れる力量形
成を図る。

・「協働的な学び」を軸とした「個
別最適な学び」との一体化を図る単
元開発を学期に１回実施し、児童の
変容を見取り授業改善に生かす。

・個別学習の時間を確保し、基礎
的・基本的な学力の向上を図る。

※アンケート：量的、質的から考え
る
児童の発言、ノート、探究活動の記
録、学びを楽しむ姿、自分から進め
る姿、教師の働きかけ　など
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a ミッション
＜校訓＞　「挑戦と創造」
　　　　　　学び深く　志高く　未来を拓く

世羅町立せらひがし小学校
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c 短期経営目標 d 目標達成のための方策

（甲山中校区における児童・生徒に育てたい資質・能力）
　　「自発性」
　　「コミュニケーション能力」
　　「継続力」

ａビジョン　＜学校教育目標＞「未来を拓き、たくましく生きる子どもの育成」
【めざす　学校像】・聖神社の参道を上ると一生懸命な子どもの姿に会える学校・地域と共に歩む学校・人が育ち信
頼される学校
【めざす　子ども像】・学ぶ習慣を身に付け、自ら学ぶ子ども・きまりを守り、互いを認め合うことは「心地よい」
と実感できる子ども・自ら目標を決め、粘り強く、最後までやり切る子ども
【めざす教職員像】・協働し、自己を高める教職員・夢を大切にする教職員・時代の流れに敏感で感性豊かな教職員

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【学校関係者評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でな
い。　ハ：わからない。
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○地域、保護者の
方々の声に耳を傾
け、より信頼される
学校を築くため、校
内の取組をHPや通
信等を活用し積極的
に公開する。

◇学校運営協議会及びせらひが
し小カフェを充実させ、学校、
家庭及び地域が活性化する取組
を考えたり、学校の様子を適宜
発信したりする。

・子供達が家庭・地域へ、保護者・
地域の方が学校へ行き来しやすい環
境づくりを行う。

別紙様式


